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 （1）長崎開港から出島の完成、およそ 1584 年（天正
12）～1638年（寛永 15）  
 （2）鎖国、唐・蘭貿易の時代、およそ 1639 年（寛永
16）～1860年（万延 1）  
 （3）幕末から明治前半、およそ 1861 年（文久 1）〜
1888年（明治 21） 
 （4）明治後半から大正初期、およそ 1889 年（明治
22）〜1916年（大正 5）  
 （5）大正時代から昭和初期、およそ 1917 年（大正
6）〜1936年（昭和 11） 
 （6）日中戦争から原爆投下、およそ 1937 年（昭和





表 3−1 長崎開港から出島の完成（約 70年間） 
年代 年号 北部長崎（浦上村）の関連記事 時の情勢（参考情報） 
1549 天文 18  7.22 ザビエル、鹿児島につき、布教を開始 
1570 元亀 1  長崎開港協定成立。翌年町づくり始まる 




1587 天正 15 6.19 秀吉、イエズス会の長崎・浦上、茂木を接収 5.18 大村純忠結核で死、55歳 




1596 慶長元 12.19 西坂にてバウチスタら廿六聖人処刑される 10.19 秀吉の命によりバウチスタ神父を始め、キ
リシタン 26人（うち外国人 6人）を逮捕 
1603 慶長 8 浦上村大橋にサンタ・クララ教会が建立 家康、江戸幕府を開く 
1605 慶長 10 7.- 西浦上村を大村領に（大村領の長崎との交
換） 
この年、全国のキリシタン教徒 75万人 
1606 慶長 11 大村喜前棄教、千々石ミゲル（天正少年使節の一
人）棄教 
 
1612 慶長 17  3.12 幕府、キリシタン禁教令を発す 
1614 慶長 19 サンタ・クララ教会（現大橋町）など破壊される 10.6 キリシタンをマカオとマニラに追放。潜伏へ 
1616 元和 2  8.8 幕府、蘭英貿易港を平戸・長崎限定 
1622 元和 8 8.5〜9.10 西坂でスピノラ神父ら、キリシタンと
ともに 55人殉教（元和の大殉教） 
 
1626 寛永 3  4.- 水野河内守、奉行就任とともに、キリシタン
弾圧を強化（絵踏みの起こり） 
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1627 寛永 4 7.27 日本人バテレン辻トマスら西坂で処される  
1629 寛永 6  1.- 奉行竹中采女正、広く絵踏みを行わせる 







1635 寛永 12  日本人の海外渡航全面禁止、外国船を長崎港限定 
1636 寛永 13 
 
 5.10 出島完成、市中雑居のポルトガル人を収容 
9.- 混血男女 298人をマカオに追放 














表 3−2 鎖国、唐・蘭貿易の時代（約 220年間） 







7.5 ポルトガル船の来航を禁止（第 5次鎖国令） 
7.25 オランダと中国のみ通商許可、長崎港限定 





1641 寛永 18  6.18 オランダ商館が出島に。出島は唯一の貿易市
場になる（鎖国体制の完成） 
1663 寛文 3  3.8 大火、66カ町の内 57カ町が焼失 
1672 寛文 12  大火から復興、内町 6町、外町 54町に 
1730 享保 15 浦上山里村に新田埋築工事始まる（現茂里町一
帯） 
 
1766 明和 3  3.13 長崎港内の浚渫工事始まる 




1790 寛政 2 7.22 浦上で、キリシタン 19人が密訴により捕ま
えられ入牢（浦上一番崩れ） 
9.- オランダ貿易商額を減らす（定限 1艘、商額
銀 700貫目、銅 60万斤とする） 
1803 享和 3  7.8 アメリカ船、長崎に来航、貿易要求 
1804 文化元  9.6 ロシア使節レザノフ、来航、通商要求 
1808 文化 5  8.15 イギリス艦不法侵入（フェートン号事件） 




1823 文政 6  7.6 シーボルト、蘭医として着任（27歳） 





1840 天保 11  清、阿片戦争おこる 
1842 天保 13 浦上二番崩れ 清、南京条約（五港開港、香港割譲） 
1844 弘化 1  7.2 オランダ国王の国書を携えた使節コープス、
軍艦バレンバン号で長崎来航（国王は阿片戦争の
二の舞をしないよう日本開国を勧める） 
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表 3−3 幕末から明治前半（30数年間） 
年代 年号 北部長崎（浦上村）の関連記事 時の情勢（参考情報） 
1854 安政 1  3.3 幕府、ペリーと日米和親条約調印（神奈川） 
8.23 日英和親条約を長崎で調印 
12.21 下田で日露和親条約調印 
1855 安政 2  7.29 海軍伝習所開設、10.24第１次海軍伝習開始 
7.- 長崎鎔鉄所建設の議起こる 
12.23 日蘭和親条約を長崎で調印 
1856 安政 3 9.18 浦上三番崩れ（潜伏キリシタン 15人投獄、
多くは牢死） 
 




1859 安政 6  5.28 長崎、神奈川、函館 3港自由貿易許可 
8.23 グラバー渡来（21歳）、貿易商社開業 
9.- 第 1次外国人居留地造成、翌年完成 
1861 文久 1 3.25 長崎製鉄所工場完工 
3.- 浦上村淵立神郷に軍艦製作所新設の議起こる 
12.- 外国人居留地第２次造成工事完了 
1863 文久 3  12-第 3次造成工事へ（梅香崎） 
この年、南山手町にグラバー邸を立てる 










1867 慶応 3 1.- ローカニユ神父、浦上に潜入して布教 
3.- 浦上の隠れキリシタンが僧侶の手によらない
埋蔵、信徒代表が檀那寺との関係を断つ 




1868 明治元 3.16 長崎裁判所、浦上キリシタン中心人物を召
喚、棄教を説得、一同が拒否 
4.25 キリシタンを配流することが決定 
5.21 浦上キリシタン 114人第一次流罪（旅） 
2.1 明治政府、長崎裁判所を外浦町に置く 
12.6 小菅修船場完工（日本最初の洋式ドック） 






1871 明治 4 4.9 長崎製鉄所、長崎造船所と改称（工部省管轄
に）。翌年 10.20 長崎製作所と改称 
6.26 初めて海外と通信開始 
12.5 長崎・東京間の郵便開始 
1873 明治 6 4〜8月、18県に流罪の浦上キリシタン 1930人が
放免され帰村 
2.17 長崎電信局開設 3.-県下初の公立小学校 
2.24 政府、切支丹禁制撤去、キリスト教を黙認 
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1875 明治 8  11.- 神学大学羅典学校創設（浦上神学校の前身） 




1878 明治 11  5.1 パリ万博開催 
10.28 郡区町村編成法より長崎市街一円を長崎区
とする。10.20 長崎区役所開庁 
1879 明治 12  5.21 立神船渠（現三菱第 1ドック）完成 
1881 明治 14  10.- 東山手にカブリュー学校（鎮西学院の起源） 
1882 明治 15 12.7 稲佐小学校開校 7.30 日見峠新道開削工事完成（最初の有料道路） 





1886 明治 19  4.1 長崎区立商業学校が県立長崎商業学校と改称 











（明治 22）までの長崎市の誕生までの 30 数年間は近代
化への胎動期とされる。浦上村淵字飽ノ浦に長崎製鉄所
（鎔鉄所）の完成を皮切りに、長崎は近代工業へ一歩踏









表 3−4 明治後半から大正初期（約 25年間） 
年代 年号 北部長崎（浦上村）の関連記事 時の情勢（参考情報） 
1889 明治 22  4.1 市制施行：長崎市誕生、近代都市として発足 










1893 明治 26 4.12 西彼浦上山里村字銭座に浦上警察署新築開庁 第一期港湾改良工事完成（明治 10年起工） 














数 1万 6559戸、人口 11万 3307人 
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業に着手（明治 36年 1月に完成） 
9.- 三菱造船所、工場用貯水池を築造 






































11.1 香港に日貨排斥運動起こる                                                                                                                                                                                                                                                  
1910 明治 43 1.8 稲佐町３丁目に市営屠殺場開場（山里村に村
営屠殺場があり、競争激化） 
3.14 東山手町の鎮西学院 2階建て校舎全焼 
8.22 韓国併合に関する日韓条約調印 
1911 明治 44 7.- 九州瓦斯会社が八千代町にタンク新設 7.14 三菱造船所戦艦霧島建造起工（工場拡張） 
10.10 清、辛亥革命起こる 






1913 大正 2 6.30 長崎開成学園が坂本町に新築移転 6.- 第一次市域拡張による町名決定 


































天主堂は約 20 年の歳月を経て、1914 年に落成式を迎え
る。 
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表 3−5 大正時代から昭和初期（約 20年間） 
年代 年号 北部長崎（浦上村）の関連記事 時の情勢（参考情報） 











1918 大正７ 9.- 長崎製鋼所建設事務所設置 8.2 政府、シベリア出兵を宣告。11.11大戦終止 















10.1 第１回国勢調査、長崎市、17万 6534人 
11.- 出島沿岸修築工事着手（第三期港湾工事の一
部） 





















1923 大正 12 3.31 長崎医学専門学校廃止、長崎医科大学開設 
3.31 城山尋常高等小学校新校舎完成（ RC造 3階
建、市内校舎の初例） 
4.1 竹之久保町に県立瓊浦中学校（元長崎重砲兵












7.1 長崎市都市計画適用申請（大正 15年 1月、都
市計画区域決定） 
9.1 関東大震災（死者 9万 1344人、全壊焼失 46
万 4909戸） 
 









10.1 第 2回国勢調査、長崎市の世帯数 4万 560世
帯、人口 18万 9071人 
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4.27 長崎開港 360年記念式典 
10.1 第３回国勢調査、長崎人口 20万 4626人 
この年、世界恐慌が日本に波及、昭和恐慌の到来 













3.1 満州国建国宣言（前年 9.18満州事変） 
この年、反日運動の激化が長崎の貿易商に打撃 
































6.1 長崎市、青年学校 11校決定 
10.1 第４回国勢調査、長崎市 4万 3470世帯 













































表 3−6 日中戦争から原爆投下（約 8年間） 
年代 年号 北部長崎の関連記事 時の情勢（参考情報） 

































































10.1 第５回国勢調査、長崎市人口 25万 2630人 
11.1 戦艦武蔵進水（直前に目隠し倉庫を建設） 
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4.15 長崎市、大規模な第 2次疎開を実施 
4.16 軍の要請により家具・空き缶・古自転車回収 
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説明：1937 年（昭和 12）の日中戦争勃発から 1945 年
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